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第23回チャランケ祭   2 0 1 6年1 1月5日 (土 )  6日 (日 )   中野・四季の森公園  
[ 儀　　式 ]  アイヌの儀式：カムイノミ～奉納の踊り　沖縄の儀式：旗あげ～シタク  
[ 文化交流 ]  アイヌブース　沖縄ブース　 
[ 出　　演 ]  アイヌアートプロジェクト　阿佐ヶ谷エイサー会　いなほ保育園　磐城じゃんがら遊劇隊 
　 　　  　     上石神井琉球エイサー会　具志川倶楽部　ケグリ　シーサーズ　ちゅらやいま会    とおるんぺの会　  
　　　　   　 東京沖縄県人会青年部エイサー隊　苫小牧うぽぽ　中野区上鷺宮エイサーかみさぎ舞鼓 打人 
                         中野新道エイサー　中野七頭舞チャランケ祭有志　森の踊り衆　ぷりむん　ペウレウタリの会 
　　　　　    ヤイレンカ　琉球舞団昇龍祭太鼓　和光小学校　和光鶴川小学校  
[ 飲　    食 ]  カムイミンタラ　サンダルキッチン　抱瓶　チャランケ屋(本部売店)　鉄板遊　  　 
　　　  　     ハルコロ　八郎食堂＆North　山横沢　ラマナピリカ 
[ 物販・市民活動PR ] あるきんぐクラブ　U I 写真:宇井眞紀子　KapiwとApappo+Ague　チャシアンカラの会　　 
　　　　　 　 熊本復興へ！<お結び>東京支部　TSUKIMI-COFFEE　とおるんぺショップ　根岸恵子とNuMan 
　                 ピラタイン:むかご工房　ゆんたく高江　ゆんたく野鳥の会　ONELOVE高江 
[ 広告協賛 ]  結いのつどい　斎藤純朗　ジャストスカイネットワーク　くいもの屋わん　dryveme  ガードスタッフ　 
　　　　   　  抱瓶　海神　函館アイヌ協会　山下博史　ハルコロ　大門中村園沼袋店　ファーム青鹿   aman 
            新宿氷業株式会社　八郎食堂&North　モモガルテン　テーゲーの会　和タリアン　nanabunnoni 
　　　　　     おきなわ物産センター     魚々楽　トリパニ　勝弦　あしびなー　和光学園　クスクス　山横沢　忠孝　  
　　　　　  999　らくだとTUBO　アスナロ農園　あらばき恊働印刷　共住墾　多文化学校    田中さか江　 
　　　　 　 憲法フォークジャンボリーin東京　株式会社サイ　舞台芸術の学校 
                    ※他、たくさんの方々に賛同協賛金を戴きました。 
[ 協　　力 ]  スタジオステラ　佐藤秀一朗　株式会社ライトコスモ　株式会社アルペック 
　　　　      東京土建練馬支部・中野支部　桃園第二小学校おやじの会　ルミア株式会社 
[ 助　   成 ]   公益財団法人アイヌ文化振興研究推進機構 
[ 後　   援 ]   中野区　文化庁国語課　沖縄県文化振興課　北海道放送　一般社団法人中野区観光協会 
[ 主　   催 ]   チャランケ祭実行委員会  

東京・中野で1994年から続いている、アイヌと沖縄人の出会いから始まった祭り̶̶̶チャランケ祭の季刊紙です。 

　［ 事務局 ］〒164-0001中野区中野5-47-5（南国居酒屋  a m a n 内） 
　　　　　　TEL：080-5414-2564（実行委員長 上里尭）メール：charankematsuri@yahoo.co.jp  
　  WEBサイト：http://charanke.jimdo.com　facebookページ：https://www.facebook.com/Charankematsuri/ 
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2016年チャランケ祭、 
イヤイライケレ　ニフェーデービル 
ありがとうございました！！

2016年度閉会のご挨拶 
　昨年は二日間、快晴のなか中野四季の森公
園でチャランケ祭を開催することが出来まし
た。誠にありがとうございました。皆様のご
参加、ご協力のおかげでこの祭は年々その規
模が大きくなり、「伝統的民族文化の継承と
理解」というコンセプトが確実に拡がってき
ていることを実感しています。今年からは事
務局が新体制になり更なる発展を目指してい
ます。 
　日々の生活に感謝し、今年もまた秋のあの
日に数多くの人が心をそっと触れ合う瞬間を
楽しみにしています。 

2008-2016年度実行委員長 沖隆寿 
＊　＊　＊ 

2017年度委員長就任のご挨拶 
　今年度よりチャランケ祭実行委員長をつと
めさせていただく上里尭です。中野北口広場
で父や母、そしてその仲間たちに囲まれて育
ち、僕より1歳下のチャランケ祭は24年目を
迎えました。すっかり大人です。子どもの頃
駆け回って遊んでいた広場での祭りは、「天
と地」だけでなく「親と子」を繋いでくれて
いるように思います。チャランケ祭に地域の
子や、仲間たちの子が集まり、その子たちが
ちょっぴり大人になって祭りに帰ってきたと
きに、また繋げたいと思えるような雰囲気を
作りたいです。 
　小まめな連絡と、少数ながらもまとまった
事務局作りを心がけたいと思いますので、皆
様どうかサポートよろしくお願い致します。 

2017年度実行委員長 上里尭
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■実行委員会事務局より 
○スタッフ参加者募集！ 
　この祭りをいっしょに育んでくれる仲間を募集しています！ 
　運営に興味のある方はお気軽に事務局までご連絡下さい。 
○参加団体の皆さんへ 
　今年度第１回の全体会議を６月頃に予定しています。 
　日時が決まり次第ご連絡します。 
○今年度の開催（予定） 
　11月4日5日に中野四季の森公園で行なう予定です。

■切り抜きコーナー ・・・このコーナーでは新聞や雑誌などでチャランケ祭が紹介された記事を紹介します。 

＜編集後記＞　広報班のチャーちゃんです。チャランケ祭がこれからも多くの方々に親しまれていくことを願って、今年度はこの季刊紙を
発行することにしました。季節ごと年４回の発行を目標にしています。これまでよりも丁寧に祭りの運営についてもお伝えしていけたらと
思います。この祭りはこれまで、たくさんの人びとの様々な想いと行動行為が寄せ合って続いてきた祭りです。昨年23回目をむかえ、こ
の祭りが始まった当時は中野北口広場で走りまわっていた子どもが、現在は実行委員会の中心に関わっています。そしてこの祭りの仲間の
あいだには、次々と新しい命が産まれています。この季刊紙が、チャランケ祭の歴史と未来を継ぐお手紙となれば幸いです。 

○賛同協賛金：個人一口1000円／団体一口3000円 
○パンフレット広告 名刺サイズ5000円より 
＜振り込み先＞ 
○ゆうちょ銀行間の振り込みの場合 
　記号：10100　口座番号：75222021 
○ゆうちょ銀行以外の金融機関からの振り込みの場合 
　銀行名   ：ゆうちょ銀行　金融機関コード：9900 
　店名：〇一八店　店番：018　普通預金　口座番号：7522202 
名義：チャランケ祭実行委員会(チャランケマツリ ジッコウイインカイ）

◎チャランケ祭の運営の貴重な財源となります。ご協力をお願いします。 

○チャランケ祭（まつり）とは 
1994年から毎年秋に東京の中野北口広場で開催されてきたアイヌと沖縄をはじめとする 
民俗舞踊の祭り。飲食や展示でもそれらの文化に触れることが出来る。自然の恵みへ感謝
を伝える古来からの儀式が行われ、出演者は皆が実行委員でもあり、参加する人すべてが
協力し祭りをつくり上げている。2015年からは中野・四季の森公園で開催している。 
○名前の意味と由来 
「チャランケ」はアイヌの言葉。日本語では議論、討論などと訳され、理解に向けて話
し合う行動行為を意味する。沖縄には「チャーランケー」という「消してはいけない」
といった意味の言葉がある。この祭りで人々の交流と出会いが続いていくことを願い名
付けられた。

■チャランケ祭ミニ辞典：その１

○次号は、７月頃発行予定です。 

チャーちゃん

ランちゃん

　　フォトジャーナリズム月刊誌「DAYS JAPAN」2016年12月号で写真家広河隆一さんによるチャランケ祭のレポートが掲載されました。 
　　ハルコロ、あしびなー、アマンに置いてあるので是非読んでみて下さい。DAYSJAPANのサイトでバックナンバーの通販も出来ます。 

「受け継いで来たものを通じて自分を確かめ、出会う場としてこの祭りがある」 
＊記事抜粋：実行委員長沖隆寿の談話より 


